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平成２８年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【１ 結果の概要 】 学校政策課

◆ 調査の目的

（１）義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状
況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

（２）学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。
（３）上記の取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

◆ 調査の概要

１ 調査実施日 平成２８年４月１９日（火）
２ 対 象 学 年 小学校第６学年、特別支援学校小学部第６学年

中学校第３学年、中等教育学校第３学年、特別支援学校中学部第３学年
３ 調 査 対 象 小学校：２３０校（市町村立小学校２２７校、特別支援学校小学部３校）

中学校：１３７校（市町村立中学校１３１校、県立学校３校、
特別支援学校中学部３校）

※ 国立・私立学校も参加しているが、示しているのは、県内の公立小・中学校、特別支援学校の結果のみである。

※ 上記調査対象校のうち、熊本地震の影響により、調査問題が配送されなかった北部教育事務所管内の６中学校と、五ヶ

瀬中等教育学校（前期課程）については、本集計には反映されてない。

◆ 宮崎県の公立小・中学校の学力調査結果の概要

１ 平均正答数

○ 小学校第６学年

教科 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 合計
年度

〔問題数〕 〔15問〕 〔10問〕 〔16問〕 〔13問〕 〔54問〕

宮 崎 11.2 5.6 12.3 5.9 35.0

Ｈ２８ 全 国 10.9 5.8 12.4 6.1 35.2

全国との差 +0.3 -0.2 -0.1 -0.2 -0.2

○ 中学校第３学年

教科 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 合計
年度

〔問題数〕 〔33問〕 〔9問〕 〔36問〕 〔15問〕 〔93問〕

宮 崎 24.6 5.8 22.2 6.4 59.0

Ｈ２８ 全 国 25.0 6.0 22.4 6.6 60.0

全国との差 -0.4 -0.2 -0.2 -0.2 -1.0

○ Ａ問題：主として「知識」に関する問題
身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活に
おいて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能
など

○ Ｂ問題：主として「活用」に関する問題
知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力などに関わる内容や、様々な課
題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力などに関わる内容など
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２ 平均正答率

○ 小学校第６学年

合計
年度 教科 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 合計

100%換算

宮 崎 75.0 55.8 76.8 45.5 253.1 63.3

Ｈ２８ 全 国 72.9 57.8 77.6 47.2 255.5 63.9

全国との差 +2.1 -2.0 -0.8 -1.7 -2.4 -0.6

○ 中学校第３学年

合計
年度 教科 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 合計

100%換算

宮 崎 74.5 64.5 61.7 42.5 243.2 60.8

Ｈ２８ 全 国 75.6 66.5 62.2 44.1 248.4 62.1

全国との差 -1.1 -2.0 -0.5 -1.6 -5.2 -1.3

◆ 宮崎県の結果の概要

本県の学力の状況を「２ 平均正答率」の表でみると、小学校は４教科区分の合計で2.4点（平
均では0.6点）、中学校は４教科区分の合計で5.2点（平均では1.3点）、全国平均を下回ってい
る。
教科区分別では、小学校国語の知識に関するＡ問題は、全国平均を2.1点上回ったが、小・

中学校のその他の教科区分では、全国平均をやや下回っている。

※ 過年度の調査結果については、「宮崎県教育研修センター」のトップページにある、「調査・研
究」の「全国学力・学習状況調査」を参照ください。

※ 調査結果は学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面であります。
「平成２８年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」より
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平成２８年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【２ 小学校国語の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
小学校国語Ａ（１５問） 小学校国語Ｂ（１０問）

※棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率
※ 太字が宮崎県の平均正答率、（ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差

領 域 国語Ａ 国語Ｂ 問題形式 国語Ａ 国語Ｂ

話すこと 78.4 (79.2) 49.6 (51.1) 76.7 (77.2) 56.7 (59.9)
選択式

聞くこと －0.8 －1.5 －0.5 －3.2

71.1 (72.8) 52.2 (53.4) 73.9 (70.0)
書くこと 短答式

-1.7 －1.2 ＋3.9

79.1 (78.5) 66.8 (69.3) 54.5 (54.7)
読むこと 記述式

＋0.6 －2.5 －0.2

74.6 (71.1)
言語事項

＋3.5

◆ 小学校国語の設問別結果概要（全国平均との比較）

【話すこと・聞くこと】
●（Ｂ－１）インタビューメモを作成した際の工夫点について当てはまらないものを選択する

問題
○（Ｂ－１）メモを基にして、話の展開に沿った質問を書く。（【書くこと】も含む）

【書くこと】
○（Ａ－４）パンフレットを作るため、追加の取材の理由として適切なものを選択する問題
●（Ｂ－２）活動の報告文で課題を取り上げた効果として適切なものを選択する問題

【読むこと】
○（Ａ－６）登場人物の人物像を説明するための根拠となる表現として適切なものを選択する

問題
●（Ｂ－３) 本を選んだ目的の説明として適切なものを選ぶ問題
●（Ｂ－３）複数の資料の内容を関連づけてまとめる問題

【言語事項】
○（Ａ－１）漢字を正しく読む・書く問題

○（Ａ）（Ｂ）無解答率が３問を除き全国平均より低い。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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平成２８年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【３ 小学校算数の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
小学校算数Ａ（１６問） 小学校算数Ｂ（１３問）

※棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率、（ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差

領 域 算数Ａ 算数Ｂ 問題形式 算数Ａ 算数Ｂ

80.8 (80.5) 42.1 (44.4) 74.5 (75.8) 54.4 (56.7)
数と計算 選択式

0.3 －2.3 －1.3 －2.3

75.2 (77.0) 42.9 (43.7) 77.8 (78.5) 63.4 (66.4)
量と測定 短答式

－1.8 －0.8 -0.7 －3.0

80.0 (78.8) 34.7 (36.3) 25.8 (26.2)
図形 記述式

1.2 －1.6 －0.4

63.4 (68.5) 40.5 (42.9)
数量関係

－5.1 －2.4

◆ 小学校算数の設問別結果概要（全国平均との比較）

【数と計算】
○（Ａ－２(3)）小数の除法（18÷0.9）の計算をすることができるかどうかをみる問題
●（Ａ－３(2)）数の大小関係を理解しているかどうかをみる問題
●（Ｂ－２(2)）示された式に数値を当てはめて、目標のタイムを求めるかどうかをみる問題

【量と測定】
●（Ａ－５） 三角形の底辺と高さの関係について理解しているかどうかをみる問題

【図形】
○（Ａ－７） 直方体における面と面の位置関係を理解しているかどうかをみる問題
●（Ｂ－５(1)）示された除法の式を並べてできた形と関連付け、角の大きさを基に、式の意味

の説明を記述することができるかどうかをみる問題
【数量関係】
●（Ａ－８） 全体の大きさに対する部分の大きさを表す割合の意味について理解しているか

どうかをみる問題
●（Ａ－９(2)）1を超える割合を百分率で表す場面において、基準量と比較量の関係を理解

ているかどうかをみる問題

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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平成２８年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【４ 中学校国語の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
中学校国語Ａ（３３問） 中学校国語Ｂ（９問）

※ 棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：生徒の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率、（ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差

領 域 国語Ａ 国語Ｂ 問題形式 国語Ａ 国語Ｂ

話すこと 76.9 (78.9) 71.5 (73.5) 67.7 (70.6)
・ 選択式

聞くこと －2.0 －2.0 －2.9

71.4 (73.7) 57.9 (58.3) 81.4 (80.5) 68.4 (71.1)
書くこと 短答式

－2.3 －0.4 0.9 －2.7

75.8 (78.6) 64.5 (66.5) 57.9 (58.3)
読むこと 記述式

－2.8 －2.0 －0.4

73.8 (73.9)
言語事項

－0.1

◆ 中学校国語の設問別結果概要（全国平均との比較）

【話すこと・聞くこと】
●（Ａ－１）聞き手の立場をどのように想定して話べきかを説明したものとして適切なものを

選択する問題
【書くこと】
○（Ａ－２）他の見出しの書き方を参考にして見出しを書く問題
●（Ａ－４）答えの文章を直した意図として適切なものを選ぶ問題

【読むこと】
●（Ａ－６）文章の構成や展開について説明したものについて適切なものを選ぶ問題
●（Ａ－８）資料集を活用するときの留意点を説明したものとして適切なものを選択する問題
●（Ｂ－３）物語の展開に沿って登場人物の様子を並べ替える問題

【言語事項】
○（Ａ－９）文脈に即して漢字を正しく読む問題
○（Ａ－９）歴史的仮名遣いや歌に表れた作者の思いを想像する問題
●（Ａ－９）語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使う問題（縫って 立つ）
●（Ａ－９）題名の下書きをどのように書き直したかを説明したものとして適切なものを選択

する問題

○（Ａ）（Ｂ）無解答率は全問題を通じて全国平均と同じか低い。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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平成２８年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【５ 中学校数学の結果概要 】 学校政策課

◆ 宮崎県全体の正答数分布状況（公立）
中学校数学Ａ（３６問） 中学校数学Ｂ（１５問）

※ 棒グラフが宮崎県の正答数分布、折れ線グラフが全国の正答数分布（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

◆ 学習指導要領の領域・問題形式ごとの平均正答率の推計値
※ 太字が宮崎県の平均正答率、（ ）の中は、全国の平均正答率、下段は全国との差

領 域 数学Ａ 数学Ｂ 問題形式 数学Ａ 数学Ｂ

66.3 (65.9) 49.9 (51.5) 56.0 (57.8) 39.5 (41.3)
数と式 選択式

＋0.4 －1.6 －1.8 －1.8
66.4 (67.1) 29.8 (33.3) 65.0 (64.6) 56.3 (57.8)

図形 短答式
－0.7 －3.5 ＋0.4 －1.5

51.0 (52.0) 40.0 (41.4) 31.5 (33.1)
関数 記述式

－1.0 －1.4 －1.6
資料の 55.7 (56.5) 39.2 (39.3)
活用 －0.8 －0.1

◆ 中学校数学の設問別結果概要（全国平均との比較）

【数と式】
○（Ａ－２）数量の関係を文字式に表す問題
○（Ａ－３）一元一次方程式 x＋12＝－2xを解く問題
●（Ａ－２）－5，0，1，2.5，4の中から自然数を全て選ぶ問題

【図形】
○（Ａ－４）与えられた方法で作図された直線についていえることを選ぶ問題
●（Ａ－４）△ＡＢＣを、直線ℓを軸として対称移動した図形をかく問題
●（Ａ－８）証明で用いられている図が考察対象の図形の代表であることについて、正しい記

述を選ぶ問題
●（Ｂ－４）２つの辺の長さ等しいことを、三角形の合同を利用して証明する。

【関数】
○（Ａ－９）反比例のグラフから式を求める問題
●（Ａ－10）一次関数の表からグラフを選ぶ問題
●（Ａ－10）一次関数のグラフから、xの変域に対応する y の変域を求める問題
●（Ｂ－２）一次関数の表から x＝4のときの y の値を求める問題

【資料の活用】
○（Ａ－12）読んだ本の冊数と人数の関係をまとめた表から、読んだ本の冊数の最頻値を求め

る問題
●（Ａ－13）１枚の硬貨を投げたときの確率について、正しい記述を選ぶ問題

○ Ｂ－４(1)、Ｂ－６(2)以外は、無解答率が全国平均より低い。

※ ○は全国と比べよくできているもの、●は全国と比べ課題と考えられるもの
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平成２８年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【６ 小学校の具体的な問題例 】 学校政策課

【小学校国語】

○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読んだり書いたりすることができるかどうか
をみる問題については良好な結果である。

Ａ問題 １
一 正答率 無答率

■正答 宮崎 83.3% 3.6%
(1) 全国 79.3% 5.2%

一 宮崎 98.8% 0.1%
１ かいせい (2) 全国 98.5% 0.3%
２ ちょきん 宮崎 86.8% 3.1%
３ はぶ（く） (3) 全国 81.0% 5.0%

二 正答率 無答率
二 宮崎 91.3% 2.3%
１ 種 (1) 全国 87.5% 4.5%
２ 親（しい） 宮崎 76.8% 7.6%
３ 相談 (2) 全国 73.8% 10.4%

宮崎 68.4% 3.0%
(3) 全国 64.2% 5.0%
●誤答例
二(3)「想」と解答してい
る

(17.0%)
※Ｈ19(小学校）でも出題。
（58.3％）

(平成28年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校国語 Ｐ27より)
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● 目的や意図に応じて、グラフを基に、自分の考えを書くことには課題がある。

Ｂ問題
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２ 正答率 無答率 ■正答
宮崎 41.7% 1.0%

一 全国 43.4% 1.2%

２ 正答率 無答率 正答率 無
答
率

二 宮崎 50.3% 5.1% 二 宮崎 64.1% 5.9%
(1) 全国 51.4% 6.7% (2) 全国 64.2% 7.7%

＜図１＞を読む際のポイント
① ＜図１＞は、何についてのグラフなのかを確認する。
② グラフの中にあるそれぞれの情報は何を表しているのかを確認する。
③ 半年間、活動に取り組んだ結果、夜十時までに寝る人の割合が増えたという
成果を述べるためには、どの言葉や数字に着目するのがよいのかを確認する。

(平成28年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校国語 Ｐ63･66より)

●【二(1)】誤答例
・ 次の日に学校がない日は、学校がある日に比べて、
ねる時こくが二時間以上おそくなる人がいることです。

●【二(2)】誤答例
・ ねる時こくが二時間以上おそくなるのはテレビやゲ
ーム、メールをしている人が多いからです。

●【一】誤答例
・ １を回答。「夜十時までのねる人の割合」
のみに着目している。
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○ 日常生活においては、増量や値引きな

ど様々な場面で割合が用いられている。

その意味を理解するためには、基準量と

比較量、割合の関係を正しく捉えること

が大切である。特に、何が基準量に当た

るのかを意識することは大切である。

指導に当たっては、基準量と比較量の

関係を数直線などを用いて捉える場面を

設けることが考えられる。その際、問題

場面を数直線などに表現する手続きを覚

えるのではなく、問題場面がどのような

ことを表しているのかを理解し、そのイ

メージを数直線などを用いて表現するこ

とを大切にしていくことが必要である。

例えば、右のように、問題場面を図に表

す過程を丁寧に確認する場を設けること

が考えられる。

【小学校算数】

● １を超える割合を百分率で表す場面において、基準量と比較量の関係を理解しているかどう
かをみる問題については課題がある。

Ａ問題

■正答

ア １００ イ １２０

９ (2) 正答率 無答率

(1)
宮崎 42.1% 5.1%
全国 50.9% 5.7%

●誤答例
アを８０イを100（15.2%)
アを２０イを120（4.7%）
アを８０イを２０（5.4%）

学習指導に当たって

基準量と比較量の関係を正しく捉えることができるようにする

(平成28年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校算数 Ｐ62より)

誤答について
アを８０イを１００と解答した、反

応率が15.2%(全国13.2%)である。基準
量を誤って捉えていると考えられる。
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誤答について
360と120の角

の大きさについ
ては記述するこ
とができている
が、被除数は除
数のいくつ分か
を計算している
式であることは
できていない。

● 算数の問題場面で見いだしたことを、図形の構成要素に着目して、論理的に考察することができる
かどうかをみる問題には課題がある。

Ｂ問題

■正答
５ (1) 正答率 無答率
宮崎 5.6% 20.4%
全国 6.9% 18.7%

●誤答例
360は、1回転した角の

大きさです。120はイの角
の大きさです。 （21.6%）

(平成28年度全国学力・学習状況調査 報告書 小学校算数 Ｐ95より)
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平成２８年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【７ 中学校の具体的な問題例 】 学校政策課

【中学校国語】

○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む問題については良好な結果である。

Ａ問題 ９ 二
■正答

１ ふうとう
２ むく
３ うやま

９二 正答率 無答率
宮崎 97.2% 0.9%

１ 全国 97.6% 1.3%
宮崎 95.7% 1.4%

２ 全国 94.8% 2.0%
宮崎 87.7% 2.3%

３ 全国 82.6% 4.8%

● 文字の形や大きさ、配列に注意して書くことには課題がある。

Ａ問題 ９ 六

■正答

２、５

９ 正答率 無答率
宮崎 32.9% 0.9%

六 全国 36.4% 1.2%

(平成28年度全国学力・学習状況調査 報告書 中学校国語 Ｐ59～60より)

●誤答例

「１、５」もしくは「１、２」と回答。

紙面全体に対して漢字と仮名の大きさが

調和的に割り当てられていることを適切に

捉えられていない。

（６６．２％）

● ２誤答例
・「した（う）」「とうと（う）」

学習指導に当たって

漢字を読むことの指導においては、それぞ

れの文脈の中でどのような意味で用いられて

いるかを理解しながら読むように指導するこ

とが大切である。例えば、具体的な文脈の中

で漢字の読み方と意味とを関連させて理解す

るなどの学習活動が有効である。

（平成２８年度 報告書より一部抜粋）
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● 課題を決め、それに応じた情報の収集方法について考えることができるかどうかをみる問題
には課題がある。

Ｂ問題 ２ 三

■ 正答例

ア 宇宙エレベーターは、なぜ長い期間にわたって繰り返し使
うことが可能なのか。

イ 図書の分類に従って、自然科学に関係する本が置いてある
棚に行く。

ウ 図書検索用のコンピュータに「宇宙エレベーター」と入力
して検索する。

２ 正答率 無答率

三
宮崎 48.4% 5.0%
全国 49.2% 6.0%

●誤答例

・ 宇宙についての本を探す。

・ 宇宙エレベーターについて書かれた本を探す。

※ 具体的な本の探し方を考えることができていない。（３５．２％）

学習指導に当たって

自ら情報を収集しながら課題の解決を図る学習の際には、新聞や雑誌、コ

ンピュータた情報通信ネットワークなどの様々な情報手段、学校図書館など

を活用する必要がある。その際、課題の解決までの見通しをもち、状況に応

じて適切な情報収集の方法を選択するよう指導することが必要である。

学校図書館の利用に当たっては、小学校での学習内容を踏まえ、日本十進

分類法や本の配置法を考えるように指導することが重要である。また、収集

の方法や情報の適否について交流するなど、より主体的な学習を行うように

指導することも重要である。

（平成２８年度 報告書P７４より一部抜粋）
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0

【中学校数学】

● 自然数の意味を理解しているかどうかをみる問題には課題がある。

Ａ問題 １ ■正答

１ 正答率 無答率

(2) 宮崎 32.1% 0.1%
全国 40.6% 0.2%

●誤答例
と自然数で解答（35.0%）

「イ、ウ、オ」

(平成28年度全国学力・学習状況調査 報告書 中学校数学 Ｐ27より)

● 対称移動した図形をかくことができるかどうかをみる問題には課題がある。

Ａ問題 ４

■正答 ４ 正答率 無答率 ●誤答例（20.9%）

(2) 宮崎 66.1% 1.4%
全国 71.8% 2.0%

【誤答への対応】
「自然数」をどう捉えさせているかが大切です。

「0,1,2,3,･･･」を自然数として理解している生徒が多く、

また「小数ではない数」が自然数であると理解している生徒もいます。

（２） ウ、オ

【誤答への対応】
平行移動と混同している

生徒が多くいます。
移動前と移動後の図形の

関係に着目させることが
必要です。

（２）下（右）の図の△ＡＢＣを，直線ℓを軸として対称移動した
図形を，解答用紙の方眼を利用してかきなさい。
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【関連する問題】

○ 平成２４年Ａ ４（２） △ＡＢＣを，直線ℓ を軸として対称移動した図形をかく問題

○ 平成２４年の全国正答率・・・82.3％

(平成28年度全国学力・学習状況調査 報告書 中学校数学 Ｐ51より)

【平成２４年と平成２８年の比較】
全国 Ｈ２４：82.3％ → Ｈ２８：72.4％
宮崎 Ｈ２４：81.1％ → Ｈ２８：66.1％
※ 移動方向が変わるだけで、生徒は混同してしまうことがわかります。
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● 前提となる条件が不足している場面で、

・ 与えられた条件を基に、数量の関係を的確に捉えること
・ 加えるべき条件を判断し、それが適している理由を説明すること

ができるかどうかをみる問題には課題がある。

Ｂ問題

■ 正答 ■ 正答（２） イを選択した後、例として下記の記述となる。

【例１】

２ 正答率 無答率

(1)
宮崎 53.3% 8.2%
全国 59.1% 8.7%

●誤答例 【例２】
9と解答（16.3%）

２ 正答率 無答率

(2)
宮崎 19.7% 7.2%

【例３】全国 20.6% 8.2%
●誤答例
アを選択した解答（21.2%）

(平成28年度全国学力・学習状況調査 報告書 中学校数学 Ｐ111より)

（１） ６

何が必要な条件なのか、
判断できることが大切です。
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平成２８年度 全国学力・学習状況調査

宮崎県の調査結果
【８ 児童生徒の生活習慣に関する概要 】 学校政策課

◆ 児童生徒質問紙における「生活習慣」に関する主な項目の全国との比較

児童生徒質問紙における「生活習慣」に関する項目について、本県と全国の状況を比較し、肯定

的な回答（「当てはまる」、「どちらかといえば当てはまる」）をした児童生徒の割合が、全国平均を

上回る主な質問を示しています。

小学校 中学校
内 容

宮崎 全国 差 宮崎 全国 差

毎日，同じくらいの時刻に起きていますか 92.1 90.8 1.3 93.4 92.3 1.1

朝食を毎日食べていますか 95.6 95.5 0.1 95.0 93.3 1.7

将来の夢や目標を持っていますか 89.1 85.3 3.8 76.2 71.1 5.1

普段（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、テレビ
53.7 45.1 8.6 50.9 42.9 8.0ゲームをしますか（１時間以下・しない）

普段（月～金）、１日当たりどれくらいの時間、勉強を
74.7 62.5 12.2 76.4 67.9 8.5しますか（１時間以上）

家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について
81.1 79.2 1.9 78.4 74.1 4.3

話をしますか

家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 67.7 62.2 5.5 50.5 48.4 2.1

今住んでいる地域の行事に参加していますか 72.5 67.9 4.6 46.7 45.2 1.5

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心があり
77.5 70.6 6.9 75.5 65.8 9.7

ますか

学校のきまりを守っていますか 93.2 91.5 1.7 95.4 94.7 0.7

◆ 児童質問紙の結果概要（全国平均との比較）

生活習慣については、ほぼすべての項目で全国平均を上回っており、毎日、同じくらいの時間

に起きたり、学校のきまりを守ったりするなど、望ましい生活習慣を身に付けている割合が高い

状況にある。家庭での学習時間についても、普段（月～金）、１日あたり１時間以上の学習をして

いる子どもの割合は、全国平均と比べると非常に高い状況にある。

さらに、地域や社会で起こっている問題や出来事に関心があったり、将来の夢や目標を持って

いたりする児童・生徒の割合も全国平均と比べると高い状況にある。


